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め, 我々はAMLにおけるMcl-1とmiR29 family, pri-
miR29の発現を検討した.【方 法】 55名のAML患
者の骨髄単核球よりmiRと RNAを抽出し,それらを正




(1.05±0.642, 1.14±0.647, 515±98.4) と正常対照群




(p＜0.05). miR29bは, 正常核型 (1.06±1.11), APL
(0.513±0.619),複雑核型 (0.888±1.25)において,正常対
照 (13.3±15.8) より有意に低値であった (p＜0.05).
miR29cは, 正常核型 (0.858±0.650), APL (0.461±
0.610), 複雑核型 (1.17±1.245) において, 正常対照
(10.8±9.15)より有意に低値であった (p＜0.05).APLは
miR29a, CBFはmiR29a, b, cにおいて正常対象と有意










24．急性骨髄性白血病における Common Fragile Site
遺伝子，WW domain-containing  oxidoreductase
(WWOX)と，RAS association domain family protein
 
A(RASSF1A)のメチル化
須田いつみ，? 半田 寛，? 金子 文香?
増田 裕太，? 岩崎 篤史，? 大宮 千春?




【目 的】 WW domain-containing  oxidoreductase
(WWOX)は様々な癌でプロモーター領域のメチル化が













の 23例中 3例, 正常末梢血単核球 20例中 1例認められ
た.染色体型で分類すると正常核型では 21例中 3例,複
雑核型では 22例中 3例, APLでは 8例中 3例, CBF
-AMLでは 5例中 2例認められた. MDS から移行した
AMLでは 16例中 2例認められた.WWOX exon 1にお
いて,AMLの 67例中 24例,対照の 10例中 9例,正常末
梢血単核球 17例中 3例認められた.正常核型では 21例
中 6例, 複雑核型では 22例中 7例, APLでは 8例中 6
例,CBF-AMLでは 5例中 3例認められた.MDSから移
行したAMLでは 16例中 7例見られた.一方 RASSF1A
のメチル化は, AML67例全てで認められなかった.
【結 論】 AMLでは 67例中 13例 (19％)と多発性骨髄
腫 165例中 58例 (35％)と比較しWWOXプロモーター
のメチル化頻度は低く, WWOXとAML発症との関連
は薄いことが示唆された. RASSF1Aプロモーターのメ
チル化は, MM165例中 63例 (38％)と比較し, AMLに
おいては全く認められず, WWOXと同じように非常に
起こりにくいことが判明した. MDSやAMLでは別の
遺伝子領域のメチル化が高頻度に起こっており,発がん
においては別の領域のメチル化が関与していることを示
唆している.
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